




要約:極低出生体重児は,児自体が持つ身体的ハイリスク因子に加えて,児を取り巻く環境

要因にも多くのハイリスク因子を持つ. この環境要因を整えることが児の健全な育成を促

すのに重要な課題になると考えられる.今回は極低出生体重児を対象とした育児サークル

を創設し,育児支援活動をおこなった.育児サークルは, 同様の育児経験を持つ家族同士の

交流を促し, 育児経験の共有化が図られ, 育児不安の解消に役立っていた.育児サークル

は,育児環境の調整に役立ち,健全育成に有用であると考えられた. また会報の発行は,サ

ークルへの参加者はもちろんであるが,サークルに直接参加できない家族にとっても,同様

に会報を通して育児経験の共有化が図られ, 育児環境の調整に役立つものと考えられた.


